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１ 調査の目的 

本県におけるなりわいとしての漁業の魅力について、漁業者の就業に対する満足度を

指標として定量化するとともに、その影響要因と経年変化を明らかにし就業環境の改善

などの漁業担い手対策の参考とするため、地域の漁業をけん引している岩手県漁業士※を

対象に意識調査を行うもの。 

※ 本県の漁業者のうち優れた経営や模範的な活動などで知事の認定を受けた者。 

  

２ 調査設計 

（1） 調査対象     岩手県漁業士（平成 28年９月 20日現在の名簿登載者） 

（2） 調査対象者数   99人（青年漁業士 22人、指導漁業士 77人） 

（3） 調査方法     設問票によるアンケート調査（郵送法） 

（4） 調査時期     平成 28年 10～11月 

 

３ 調査項目    

（1） 「漁業担い手満足度」 

（2） 個別満足度（「漁業担い手満足度」の要因を分析するための 40項目） 

 

４ 実施主体       岩手県農林水産部水産振興課 

 

５ 回収結果 

（1） 有効回収数    71人 

（2） 回収率      71.7％ 

 

６ 報告書の見方 

（1） グラフ中の「ｎ」は、各項目の回答者数を表す。 

（2） 回答の構成比は、各項目の回答者数を基数として小数点第２位を四捨五入して算出

した。したがって、数値の合計が 100.0％にならない項目がある。 

（3） 「漁業担い手満足度」は、次の式により求めた。 

 

            （「非常に満足」×3 点）＋（「満足」×2 点）＋（「やや満足」×1 点）＋

（「ふつう」×0点）＋〔「やや不満」×（-１点）〕＋〔「不満」×（-2点）〕

＋〔「非常に不満」×（-3点）〕 

総合満足度（平均点）＝                             

                        （全回答者数） 

 

この算出方法では、平均点は－3.00点～3.00点の範囲となり、0.00点が中間点と

なる。 

  

Ⅰ 調査の概要 
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【参考：設問の構成】 

◆ 「漁業担い手満足度」 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 個別項目（40項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設　問 評価基準※

　あなたは、総合的に考えて、漁業者として働いていることにどの程度満足していますか。

７段階評価
①非常に満足
②満足
③やや満足
④ふつう
⑤やや不満
⑥不満
⑦非常に不満

項　目

総合満足度

※　集計において、３点（非常に満足）～－３点（非常に不満）で採点し、平均点を算出した。

要因区分 番号 項　目 設　問 評価基準

(1) やりがい 　漁業にやりがいを感じている。

(2) 将来への希望 　漁業者としての自分の将来に希望を感じている。

(3) 責任ある仕事 　国民に食料を供給する責任ある仕事だと思う。

(4) 能力の活用 　自分の能力が活かせる仕事だと思う。

(5) 生産物への誇り 　自分の生産物に誇りをもっている。

(6) 地域ブランドへの誇り 　地域ブランドに誇りをもっている。

(7) 自然との調和 　自然に恵まれた環境での仕事だと思う。

(8) 継続意欲 　定年が無く、体力と意欲が続く限り働き続けられる。

(9) 成長期待 　仕事を通じて人として成長できると思う。

(10) 自己啓発 　能力向上（試験・研究、研修・講習会の受講等）の機会に恵まれている。

(11) 経営目標 　自分には明確な経営目標がある。

(12) 経営拡大志向 　現在の漁業経営の規模を拡大したい。

(13) 共同生産への興味 　他の漁業者と連携しての共同生産に興味がある。

(14) 後継者 　後継者がいる（見込みを含む）。

(15) 尊敬できる漁業者 　地域に尊敬できる漁業者がいる。

(16) 漁業者間の信頼 　必要なときに他の漁業者に相談できる環境にある。

(17) 就業希望者の受入環境 　地域には漁家子弟や未経験者の漁業就業を支援できる環境がある。

(18) 地域とのつながり 　近隣住民とのつきあいが多く、地域とのつながりが深い。

(19) 伝統・文化 　地域の郷土食や祭り等の伝統や文化を大切にしている。

(20) 消費者とのつながり   消費者と対話する機会を確保している。

(21) 漁協への帰属意識 　所属する漁協の組合運営や経営方針に共感している。

(22) 漁協の目指す姿 　所属する漁協の目指す姿（「地域再生営漁計画」等）を理解している。

(23) 漁業秩序 　地域の漁業者はルールを守って操業している。

(24) 漁業権行使 　十分な漁業権の行使機会に恵まれている。

(25) 漁協への信頼 　必要なときに漁協に相談できる環境にある。

(26) 役割の発揮 　地域には年齢、経験、性別に応じて漁業生産の役割を発揮できる環境がある。

(27) 仕事量 　現在の自分の仕事量は、妥当なレベルだと思う。

(28) 労働時間 　現在の自分の仕事時間は妥当なレベルだと思う。

(29) 休日・休暇 　休日や休暇は満足いくレベルで取得できている。

(30) 労働力 　漁業生産のための十分な労働力が確保できている。

(31) 設備・機器 　漁業生産のための十分な設備・機器が整っている。

(32) 漁場環境 　漁場の環境は良好である。

(33) 単価水準 　生産物の単価は妥当な水準だと思う。

(34) 評価基準 　生産物の評価基準は明確だと思う。

(35) 収入水準 　現在の自分の収入は妥当な水準だと思う。

(36) 努力の反映 　自分の努力は収入に反映されていると思う。

(37) 住環境 　満足な住環境が確保できている。

(38) 買い物 　生活必需品がいつでも買える環境が確保できている。

(39) 情報入手 　必要な情報を入手できる環境にある。

(40) 交通の便 　交通の便に不自由しない環境にある。

仕事

自己の成長

経営目標

漁協との関係

労働条件

収入

地域住民や消
費者との関係

他の漁業者と
の関係

生活条件

４段階評価
①そう思う
②まあそう思う
③あまり
　　そう思わない
④そう思わない
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１ 「漁業担い手満足度」 

  ア 回答者全体 

「漁業担い手満足度」は 0.83点（平成 27年度比 0.12点増）と、向上しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 「漁船漁業」と「養殖業」の別 

「養殖業」が 1.06点と、「漁船漁業」の 0.00点より高い状況です。 

平成 27 年度に比べ、「養殖業」が向上（0.29 点増）した一方で、「漁船漁業」は

低下（0.50点減）しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ 調査結果 

図１ 回答者全体の「漁業担い手満足度」（標準偏差、回答者数） 

図２ 「漁船漁業」と「養殖業」の「漁業担い手満足度」（標準偏差、回答者数） 
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２ 満足度構造分析 

 ア 回答者全体 

 ◆ 「漁業担い手満足度」の評価に関係する要因 

 「漁業担い手満足度」の評価に関係する要因を明らかにするため、40 の個別項目

について満足の高さを評価していただき、それぞれの個別項目の評価と「漁業担い

手満足度」の評価の関係の強さ（相関関係）を分析し、その結果を、図３に示しま

した。 

 分析の結果、「やりがい」、「将来への希望」、「成長期待」、「住環境」、「仕事量」、「労

働時間」の６つの個別項目（以下「重要項目」という。）の満足が高い回答者ほど、

「漁業担い手満足度」も高いことが分かりました。 

 この「重要項目」は、「漁業担い手満足度」に強く関係する要因と考えられ、平成

27年度調査でも「漁業担い手満足度」に強く関係していることがわかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個別項目に対する満足：低 

「漁業担い手満足度」との関係：弱 

14項目 

個別項目に対する満足：高 

「漁業担い手満足度」との関係：弱 

20項目 

弱← 「漁業担い手満足度」との関係※２ →強 

高 
↑ 
 
個
別
項
目
の
満
足 
※１ 

 
↓ 
低 

個別項目に対する満足：低 

「漁業担い手満足度」との関係：強 

なし 

個別項目に対する満足：高 

「漁業担い手満足度」との関係：強 

【６項目】 

※１ 40の個別項目それぞれの満足の高低 
※２ 40の個別項目それぞれの評価と「漁業担い手満足度」の評価との関係の強弱（相関関係） 

図３ 「漁業担い手満足度」の評価に関係する要因 

重要項目 

就業に対する 

満足の源泉 

やりがい 

将来への希望 
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  ◆ 重要項目に係る平成 27年度調査結果との比較 

 ６つの重要項目について、それぞれの個別項目の満足の高さを、平成 27年度の調

査と比較した結果を図４に示しました。 

 「やりがい」、「将来への希望」、「成長期待」、「住環境」の満足が向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 「漁船漁業」と「養殖業」の別 

 「漁船漁業」と「養殖業」の別では、個別項目の 1つである「収入水準」の満足と

「漁業担い手満足度」の関係に異なる傾向が認められました（図５）。 

 「漁船漁業」では、「収入水準」の満足が低下し、「漁業担い手満足度」との関係が

強くなりました。 

 「養殖業」では、「収入水準」の満足が向上し、「漁業担い手満足度」との関係が弱

くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
個別項目に対する満足 「漁業担い手満足度」との関係 

漁船漁業 
  

養殖業 
  

図４ 重要項目の満足の変化（H27対比） 

やりがい 

将来への希望 

成長期待 

住環境 

仕事量 

労働時間 

図５ 漁業種類別の分析（「収入水準」） 
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１ 「漁業担い手満足度」について 

  ア 回答者全体 

0.83点（平成 27年度比 0.12点増）と、向上しています。 

 

  イ 「漁船漁業」と「養殖業」の別 

「養殖業」が 1.06点（平成 27年度比 0.29点増）と向上した一方で、「漁船漁業」

が 0.00点（同 0.50点減）と低下しています。 

 

 ２ 満足度構造分析について 

  ア 回答者全体 

    40の個別項目のうち、「やりがい」、「将来への希望」、「成長期待」、「住環境」、「仕

事量」、「労働時間」の６つの重要項目の満足が高い回答者ほど、「漁業担い手満足度」

が高い傾向にあり、平成 27年度調査でも同様の結果だったことから、重要項目は漁

業就業の満足度を左右する要因と考えられます。 

    今回調査で「漁業担い手満足度」が向上している理由は、重要項目のうち、「やり

がい」、「将来への希望」、「成長期待」、「住環境」に対する満足が平成 27年度と比べ

て向上していることであり、なりわいや暮らしの再建が進んだことを反映したと考

えられます。 

 

  イ 「漁船漁業」と「養殖業」の別 

    「漁船漁業」の「漁業担い手満足度」の低下には、「収入水準」への不満が関係し

ており、近年のサンマ、スルメイカの漁獲不振による収入の減少を反映したものと

考えられます。 

    対して、「養殖業」の「漁業担い手満足度」の向上には、「収入水準」以外の個別

項目（重要項目及び「設備・機器」）の満足の向上が関係していると考えられ、震災

からの経営の回復や効率化が進んでいることを反映したと考えられます。また、満

足する収入が得られている状況では、収入以外の要因が就業満足に影響する傾向が

あると考えられます。 

 

 ３ 今後の対応について 

   県は、今回の調査結果を漁協や市町村と共有し、平成 29年度の担い手対策に取り組

みます。また、本調査を平成 29 年度以降も実施し、取組の効果を把握・評価します。 

  

Ⅲ 総括 
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